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４月２５日（金）は、お忙しい中、授業参観、PTA総会、学年部会に

御参加いただき、誠にありがとうございました。新年度がスタートして

間もない時期ではございましたが、令和７年度の豊小学校の方針などを

直接お伝えすることができ、大変有意義な時間となりました。 

 授業参観や学年部会では、今年度の担任の様子や教育方針などを、学年ごとに御理解いただけたこ

とと思います。大きな成長を続ける２７７名の児童とともに、この 1年間、教職員一同、精一杯頑張

ってまいります。 

  今年度、豊小学校では校内研究会の主題を「人間性豊かな児童の

育成を目指して ～主体的・対話的で深い学びの実現をめざした授業

改善を通して～」としています。この目標達成のため、「Slimpleプログラム」（「かかわりプログ

ラム Slimple」の曽山和彦氏が提唱する、かかわりの力や自尊感情、ソーシャルスキルを育むための

活動）や「学級力向上プロジェクト」（子どもたちが主体的に学級づくりに取り組むための実践的な

仲間づくり活動）を通して、かかわりを大切にした学級づくりを進めていきます。そして、主体的・

対話的で深い学びを実現させるための授業改善を行うことで、子どもたちの思考力・判断力・表現力

を育み、人間性豊かな児童を育成できるよう、教職員一丸となり取り組んでまいります。 

学校教育活動を

安全に実施して

いくためには、子どもたち一人ひとりの健康状

態を把握し、必要な措置を講じていくことが不

可欠です。そのため、子どもたちが受ける定期

の健康診断は、学校保健安全法施行規則によ

り、毎学年 6月 30日までに実施することが定

められています。豊小学校では、内科、眼科、耳鼻科、歯科の 4つの検診を 4月～5月に計画し、順

次実施してまいりました。校医の先生方のおかげで、すべての検診を滞りなく終えることができまし

た。心より感謝申し上げます。 
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◆学校教育目標 『 たくましく 心豊かな 子どもの育成 』 

◆具体目標   「かしこく」 自ら学び，深く考える子ども 

「なかよく」 感動する心と思いやりの心をもつ子ども 

「たくましく」自分の体を守り，鍛える子ども 

授業参観・PTA 総会・学年部会 ありがとうございました 

今年度の豊小の研究主題 

学校の定期健診 

豊小学校の校医の先生方 

〇内科：〇〇〇先生  〇歯科：〇〇〇〇〇先生 

〇眼科：〇〇〇〇先生 〇耳鼻科：〇〇〇〇先生 



いよいよ今週末、5月 31日（土）は、今年度

最初の大きな学校行事となる春季運動会が開催

されます。 これまで秋に実施していた運動会で

すが、今年から春に開催することとなり、子どもたちも教職員も、この新しい挑戦

に向けて毎日練習に励んでいます。 

 ５月１９日（月）からは特別日課が始まり、校庭からは子どもたちの元気な声が

響き渡っています。今年度の運動会テーマは「挑 ～全力を出し勝利をつかめ～」

です。このテーマのもと、赤組と白組に分かれ、練習から本番まで、競技に全力を

尽くしています。特に 6年生にとっては、小学校生活最後の運動会。最高学年とし

て、リーダーシップを発揮し、下級生をリードする頼もしい姿を見せてくれること

でしょう。 

 初めての春開催となる運動会。全校児童が仲間と協力しながら、笑顔で全力を出し切る姿を、ぜひ御覧く

ださい。子どもたちの新たな挑戦と成長に御期待ください！ 

 

豊小学校が大切にしている教育

活動の一つに「郷土学習」がありま

す。これは、この地域の豊かな伝統

や文化を活かした体験活動を通して、子どもたちが郷土への

理解と愛着を深めることを目的としています。代表的な活動

として、かつて豊地区（豊村）で盛んだった養蚕があります。

今年度も、6年生の「総合的な学習の時間」では、地域の方

の指導のもと、養蚕に取り組んでいます。野田さんに御指導

をいただき、５月の連休明けから蚕の飼育が始まりました。 

 学校に届いたばかりの頃は、2～3mm 程度の小さな蚕たち

で、虫眼鏡を使わないと見つけられないほどでした。気温が

低い日や湿気が高い日もあり、病気にならないか心配な時も

ありましたが、子どもたちの懸命な世話のおかげで、蚕たち

は順調に成長しています。今では 2.5cm～3cm ほどの大きさ

になり、活発に桑の葉を食べています。蚕は脱皮を繰り返し

て大きくなり、1齢から 5齢まで成長すると繭を作り始めま

す。現在は 4 齢になり、まさに「食べ盛り」の時期です。こ

れからさらに大きく成長していくのが楽しみです。 

 子どもたちは毎日の飼育を通して、蚕の育て方を知るだけ

でなく、飼育の難しさや大変さ、そして工夫することの大切

さを肌で感じています。山梨県では、方言で子どものことを

「ぼこ」と言いますが、蚕を「おぼこさん」と表現すること

からも、かつてこの地域で蚕がいかに大切にされてきたかが

分かります。 

 子どもたちが愛情を込めて育てた蚕が、大きく美しい繭を

作ることを願っています。学校にお越しの際には、養蚕室で

成長している蚕たちを温かく見守っていただければ幸いで

す。 

第１４８回春季運動会 

地域と学ぶ「郷土学習」：蚕の飼育が始まりました 


